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研究背景 

● 健康食品、機能性食品等の製造プロセスでは、
製品検査のために、迅速な粉末の性状（結晶化
度、粒度など）の情報取得が望まれている。 

●  このため、製造現場の製品検査のベルトコンベ
ア上で、リアルタイムに使える「新たな粉末粒状
の測定方法」の開発をめざした。 

しかし粉末性状の測定は、一般にＸＲＤ等 

で行われ、簡便な測定方法がなかった。 



キチンと結晶化度について 

• N-アセチル-D-グルコースが鎖
状に長く（数百から数千）繋がっ
たアミノ多糖。 

• 高度な機能（様々な形態に加
工できる、生体に対して無害、
化学処理により新たな機能を
持った素材に変化する。） 

• 枯渇の恐れが無く、安全性の
高いバイオマス資源 

• 工業的にはエビやカニの甲羅
から抽出されている。 

 



キチンの結晶化度とXRDのチャート 
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XRDによる計測例 



● 近赤外線を用いることにより、調査対象物に対し
て透過性に優れ、「非破壊分析・無侵食分析」を
行うことができる。 

           使用波長 約800～2500nm 

使用する近赤外線と特徴 

計測対象の表面状態に大きく影響を受
けず、凹凸、多少の汚れがあっても迅速
に計測出来る特徴がある。 



近赤外分光計測の事例 

● ＸＲＤに替えて「近赤外線」による計測が可能 

キチンの結晶化度と近赤外スペクトル 
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近赤外分光スペクトルの前処理 

キチンの結晶化度と近赤外スペクトルの相違（上段） 
近赤外スペクトルの分散の様子（下段） 
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近赤外分光スペクトルの拡大表示 
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キチンの結晶化度と近赤外スペクトルの相違 
（拡大） 



近赤外スペクトルによる結晶化度推定 
（PLS回帰モデルの回帰ベクトル） 
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近赤外線による回帰スペクトル 



計測の手順１ 
写真 
左上：コンバージミルへの試料投入 
右上：コンバージミル回転の様子 
左下：ベルトコンベヤー上の 
              モニタリング 



計測の手順２ 
写真 
左上：ベルトコンベヤー上の 
    モニタリング 
右上：モニター画面 
左下：結晶化度の表示 



キチン粉末の粒度測定 
• 粉末の粒度は、その後のプロセスに大きく影
響を与える。 

• 現在の測定はXRD回折を利用しているが、手
間がかかってしまう。  

 

• そこで、近赤外線を用いた簡便な粒度分布
の測定法を確立する。 

 

• 対象としたものは、バイオマス資源として重
要な、キチンの粒度分布の測定を行った。 



図-1 散乱光量とパターンの違い 

引用http://www.nikkiso.co.jp/products/particle/technical/principle/microtrac.html 

粒度による散乱光量の変化 



粒度測定の実験方法 

• ふるいで分級したキチン粉末0.1ｇを
セルに入れる 
 

• セルには反射板を入れたものと 
  入れないものを準備する 

 
• 紫外可視近赤外分光光度計V-670
を使用し、波長領域200～2500[nm]
で測定する 
 

• 測定するサンプルは８つ準備する 

積分球用粉体セルPSH-001型 

反射板 



測定したキチン粉末試料 
Sample No. 粒度の範囲[μm] メジアン径[μm] 

1 150~106 128 

2 106~90 98 

3 90~63 76.5 

4 63~53 58 

5 53~45 49 

6 45~38 41.5 

7 38~25 31.5 

8 25~20 22.5 

注：表の「メジアン径」は、変量の階級値を意味する。 



キチン粉末の粒度測定結果 
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想定する用途・業界・課題 

● 水産資源の加工工場でのリアルタイムでの粉末
粒径測定、自動選別機、高品質管理 

●  課題 

  ・精度の向上 

  ・低コスト化技術   

食品加工、水産加工業、水産物の
流通分野の企業を想定 
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